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1．JAト‖Sの紹介  

保健医療福祉情報システムエ業会  
（iapanese＿皇ssociationof艶ealthcarelnformation旦ystemsindustory）  

略称：JA〟J∫「グーイとスノ  

◆投立目的：1．標準化の推進、技術の向上、晶丼及び安全性確保  
2．産♯界の健全な発展と国民の保♯・医♯・楕祉に寄与  

◆事＃内容：1  
2  

3  

4  

5  

6  

標準化の推進とモの讐及のための活動  

政策・制度等に開す有意見具申  

研究会、講演会、展示会開催を通じた知識の交流と雷及  

海外との交流、圃暢協爛の推進  

エ♯統計の盤僧  

政府の政策への協力（委託事＃、補助事＃尊）  

◆劇 立 ：平成6年4月21日   

◆会且数：338社（平成21年9月現在）  

DPC委員会   
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2．JAHl＄の組♯概略  

DPC委■会  

励購難匡桐祉榊システムエ総帥コンピュータ抽  A”RightsReservod．Copyright◎JA川S  

3．DPC幸員会のメンバ  

◎会社数   51社  

◎会員数   77人  

DPC彙■金   

■   
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4．DPC妻員会活動内容   

※DPCは、当初よりコンピュータを前提とした仕様で成り  
立っているため、制度の実現手段、DPC調査、DPC  
改定において、厚労省、研究班、支払基金・国保連の  
方々と仕様調整を行い、各ベンダに情報をアナウンス、  
徹底する作業が中心である。   

（1）DPC制度に関する活動  

（彰DPC電子点数表への協力  

②コンピュータで実現するための意見具申   

（2）DPC調査に関する活動  

⑨調査すべき内容の実現手段立案（Dファイルの投計等）  

②チェックツールの事前評価   

（3）DPC改定に附する活動  

⑨コーディングデータの仕様調整  

②疑義の取りまとめ、調整、アナウンス  
DPC幸■会  5  

励購保鵬桐獅恥ステムエ指医事ルピュータ部会  A”RightsFhserved．Copyright◎JAHIS  

5．病院の主なシステム例  

モの他   栄♯  

聞円  
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6．那門とシステム  

t子カルテシステム、オーダシステム、医攣研究システム、治♯システム   

蠣徽システム、■■什Tシステム   

■鋼支♯システム、♯晶在オー環システム、牛島惰＃システム   

放射姑情報システム、T●t理システム   

■床檎董システム、生理檎暮システム   

栄義給食t理システム、栄♯指導システム   

医療事ヰシステム（医事会什システム）   

物品／物漬f理システム（SPD：SuppIyProcessing＆Distribution）   

財♯嚢椚システム、人事給与システム   

カルテt珪システム、■来交付♯、待ち♯示システム、■鯵システム等  一忍閥■■■  

DPC李■会  

励fnS保舶桐祉什恥ステムエ総帥コンビュTタ触  A”RightsR．s．Ne．，C。，y巾ht◎JAH，S  

7．DPC運用の一般的な流れ（オーダリングシステム）   

∴ ＝  
データ入力  

DPC決定指示  

鯵■情報t覆土  

医事廿   

レセ7ト  
DPC婁■会  

▼rさ孤・   
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8．DPC運用の一般的な流れ（DPC決定システム利用例⑧）  

医事儒  

DPC委員会   
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9．DPC運用の一般的な流れ（DPC決定システム利用例詳細）  

DPC委■会  10   
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10．DPC運用のモの他の流れ（DPC決定システム利用例②）  

医事¶  

DPC委Å金  111 
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11．コンピュータシステムで利用され愚資料、データ  

面讐   用途   

1  書面   定暮テーブル告示   定一テーブルのt●書面t  

※実離に臥対応コード、フラグ廿  が■いため、システムでは任用されない。   

田  告示   ■一散川ほ■義   14桁の書■腋椚川場■を■定す引畑に必事不可欠   

田  i知   ■形声  人鳳椚」怖コードの■別け拙めにt用   

※システムでは任用されない。  

口  i知   書暮一書i知   DPC■定上、必事なルールを一書一触めにt用   

田  遍知   モt一書i知   DPCレセプト■求上必事なルールをt■す拙めに朗   

田  主知   定一テーブル   鯵■蠣分れの決定にt用（これか■いと決定で軸い．）   

DPC婁■会  12   
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12．コンピュータシステムで利用される資料、データ  

‡I  告示I   薫科名   用途   

口  モのl  対応テーブルほlテーブル）   定暮テーブルと鯵l群分I点■lをIぐために必I不可欠   

田  モの触  t用不可忙D－l   薫暮をtも投入した薫名としてlんで削lけない病名をIl   

田  モの龍  医書薫‡をIも投入I痍の書下し  定義テーブルでワイルドカー陀なっている痍名の入力に朗   

田  モのl  一I痍の書下し   定一テーブル上の1I納入力に朗   

皿  モの触  一驚手‡コード（Kコード）   手♯のKコード入力に優用   

四  モの■  DPC一手点数義   コンピュータ上、当一手点刑托用いてシステム化している。   

DPC委員会  1：‡  

励購保髄購祉情恥ステムエ集会医事コンピュータ鵬  A”RightsR．s。N。。，C。，y，ight◎JAH．S  

13．ベンダーで苦労した制度変王  

3日以内の再入院  

・オーダリング、DPC決定システム、医事システム等  
システム全体に影響あり  

・様式1に‘‘一連’’の概念が新設  

・レセプトにも“一連’’の概念が新設  

※前回入院分の点数を調整するのでなく、   
日数を引き継ぐだけであれば簡単であった。  

DPC委1会  14   
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14．費用のかからないよう事望・縫豪させて頂いた礪目例  
▼1■‾▼1、‾こtハ、■▼仰r¶叩、1n”Tli叩叩【P，下I  

コンピュータ処珪l；  必事とされるテーブル  

・Kコードテーブル（手術用）  

・lCDlO書き下しテーブル（刑≠病用）  

・出来高となる手術一覧テーブル（包括判定用）  

・機能評価係数、調整係数が、月途中で変わらない様に芋望  
・なるべく早期の仕様確定を事望  

・レセプトモ井処理システムと紙レセプトの仕様統一  

・コーディングデータの出力内容をEFファイルペースで蛙案  

DPC婁1会  15  

励購保鵬洞祉情報，ステムエ集会帥コンビュ＿タ侮   AIIRightsFhserved，Copyright◎JAHIS  

JAHISは関係諸機関団体や会長企業とと  
もに、保健医療楕祉サービスの向上にITを  
介して貢献してまいります。  
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